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１．はじめに 
耐候性鋼を使用した富津・君津・袖ヶ浦・木更津・銚子・鴨川・大多喜・御宿勝浦地域の橋梁の中で，

沿岸部から１ｋｍ以内の６橋を含む 30 橋について，目視による外観調査と写真撮影を行うとともに，接近

できる橋梁については，テープ試験を行って表面の浮き錆を回収し，錆厚測定を行った．テープに付着し

た錆の占める面積割合(錆面積率)や最も大きいさび１つの面積(錆最大面積)と錆厚(１０点の平均値)に着目

して，離岸距離や完成からの経過年との関係を整理し，考察を行った． 
２．調査箇所                         
調査を行った 30 橋の地域又は河川名，橋名，完成年月，橋梁形式，離岸距離を表－１に示す． 

 

 
                                                 

表－1 調査箇所一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 キーワード： 耐候性鋼，錆厚，錆最大面積 
連絡先：〒292-0041 木更津市清見台東 2-11-1 TEL 0438-30-4000  FAX 0438-98-5717  
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３．調査結果 
 錆最大面積と錆面積率の関係を図－１に示す． 
錆最大面積と錆面積率は，片対数グラフ上で， 
ほぼ正比例関係になると考えられる．経過年と 
錆厚の関係を図－２に示す．また，W 橋下フラ 
ンジ上面内側の錆の状態を写真－１に示す．錆 
厚測定値が４００μｍでは写真－１に示すよう 
に，うろこ状の錆が形成される場合もある．錆 
厚と錆最大面積の関係と外観評点を図－３に示 
す．大部分の橋梁では，錆厚は４００μｍ未満 
であった．錆厚測定値が４００μｍ以上の部位 
については，今後の推移を観察する必要がある． 
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 図－１ 錆最大面積と錆面積率の関係 
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図－３ 錆厚と錆最大面積の関係，及び外観評点 

図－２ 経過年と錆厚の関係 
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写真－１ W 橋下フランジ上面内側の錆の状態 
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